
令和５年度・令和６年度「ちばっ子の学び変革」推進事業研究成果報告書 

 

八街市立八街中央中学校 

研究主題 

自分の考えや思いを主体的に表現し、協働的に学習できる生徒の育成 

（数学科努力点）基礎・基本の定着を図り、自分の考えを説明できる生徒の育成 

 

１ 学校の概要 

・本校は八街市の中央に位置し、学区はＪＲ総武本線の南側に沿って東西に広がる。 

・生徒数５０６名、学級数２１学級（うち特別支援６学級）の中規模校である。 

・生徒指導困難な時期を抜け、現在生徒は穏やかで落ち着いた生活を送っている。 

・家庭環境に恵まれない生徒も多く、長欠生徒は依然として多い。 

・様々な学力検査において全国・千葉県の平均との差は大きく、学力向上が大きな課題である。 

・平成３１年度より「ちばっ子学び変革推進事業」の検証協力校になっている。 

 

２ 研究の概要 

（１）児童生徒の実態と課題 

授業には前向きに取り組めており、反応が良い生徒も多い。しかし、授業で学習した内容が  

定着しておらず、各種学力調査では、全国・千葉県平均より低い結果となっている。 

～令和４年度、全国学力学習状況調査より～ 

①記述式問題の正答率の全国平均に対する相対値が、令和２年度から令和４年度にかけて   

６７．７→６９．７→８０．９と上昇しているが、まだ値としては低い。 

（選択式：８６．５、短答式：８７．１） 

②図形領域の正答率の相対値が８１．９、関数領域の正答率の相対値が８２．３と低い。 

（数と式：８５．０、データの活用：９０．９） 

①②より、図形領域、関数領域を中心とした基礎・基本の定着と自分の考えを説明する力 

（記述力）の育成を本校の課題とする。 

 

（２）学力向上のための取組 

①ICTの活用 

「ICTを活用し授業の効率化を図ることで、基礎・基本の定着により多くの時間を使うことが

できるだろう」という仮説のもと、次のように ICTを活用した。 

 

・電子黒板やロイロノート・スクール（以下、ロイロノート）での板書（図１） 

     視覚的にわかりやすく、また板書量を減らす目的で、授業プリントの板書を電子黒板に書き

込みながら行った。 

 

図１ 

 

 

 

 

 

 

（様式２） 



・ロイロノートでの授業プリント提出                           

     時間短縮を目的として、生徒たちが解いたプリントは、生徒用端末でプリントを撮影し、 

生徒は教師の用意した提出箱に提出した。（図２） 

 

図２  

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②記述式問題の授業やテストでの実施 

授業において、自分の考えを記述させたり、周りに説明させたりする機会を多く設けた 

（全体、班、ペアなど）。また、定期テストにも記述式問題（図３）を必ず出題した。付随 

して、近年の高校入試の傾向として長文問題が出題されているので、長文問題への苦手意識を

減らすために、定期テストにおいて長文の問題（図４）を出題した。 

 

●記述式問題（考えを記述させる問題） 

 

 

図３ 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 



●長文問題（高校入試を意識した問題） 

 

図４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

③リフレクションシートの活用 

リフレクションシートを活用し、授業内容の理解の促進を図った。本時の授業の中で学んだ

ことや疑問点、理解度の自己評価がわかりやすいシート（図５）を作成し、生徒の振り返りに

つなげた。 

 

 

図５   

 

 

 

       

 

 

（３）加配教員（学習サポーターを含む）の活用 

・習熟度別少人数授業の展開 

第２、３学年を対象に習熟度別少人数授業を実施している。 

各クラスを「学び合いコース」と「じっくりコース」の２つに分け、定期テストや単元  

テストの結果や授業の様子などを踏まえ、より個のニーズに寄り添って授業を進めている。 

「学び合いコース」・・・生徒の学び合いを中心に授業を進めていくコース。 

各クラス２５～３０人がこちらのコースで授業を受けている。 

「じっくりコース」・・・数学の苦手な生徒各クラス５～１０人が対象のコース。 

基礎・基本の内容を繰り返し扱い、定着を目指す。 

 

 

 



３ 研究の成果 

（１）ICTの活用について 

ICT（電子黒板、ロイロノート、PowerPoint）の活用により、板書やプリントの配付、提出物の

回収にかかる時間等が短縮され、効率よく授業を行うことができるようになった。その結果、既

習事項の復習に多く時間を使うことができた。既習事項の復習では、テストの結果から計算と関

数の分野が十分に定着できていなかったため、その分野を中心に復習を行った。計算は小テスト

を繰り返し行い、点数を上げることができた。 

 

（２）記述式問題について 

授業において自分の考えを記述させる問題を多く扱った結果、不正解者における無解答率が 

減った。まだ基礎・基本の定着が十分ではなく、表現力も不足しているため、正答を記述できる

生徒は多くないが、部分点を取れる生徒は大幅に増えた。問題の難易度の変化のため正答率は 

低下しているが、無解答で間違えただけでなく、何かしらの努力をして、部分点を獲得する  

ことにつながった生徒が増えた。以下、定期テストにおける記述式問題の無解答率、正答率の 

変化である。 

 

                          （Ｒ６年度 ２学年  １７７人） 

 第１回定期テスト 第２回定期テスト 第３回定期テスト 

正 答 率 ４６．０％ ３１．５％ １９．６％ 

不 正 解 率 ５４．０％ ６８．５％ ８０．４％ 

無 解 答 率 ２６．１％ ３３．７％ ３５．４％ 

不正解者にお

ける無解答率 
４８．３％ ４９．２％ ４４．０％ 

部分点獲得率  １．９％ ２０．４％ ３１．７％ 

 

●記述式問題に対する解答の変化（定期テスト１回目⇒２回目⇒３回目） 

 

＜生徒Ａ＞ ※１回目は無解答。２回目は記述ができた。３回目は記述量が増え、部分点を取れる

ようになった。 

 

 

⇒                 ⇒                     

 

 

 

 

＜生徒Ｂ＞  ※１回目、２回目は無解答。３回目は記述式問題に取り組み部分点を取れるよう 

になった。 

 

 

 

⇒  ⇒                      

 

 

 

 



（３）リフレクションシートの活用 

リフレクションシートを活用することによって、授業内容やポイントの確認や、自分の理解度

を確認しやすくなったと考える。また、文章を書くことへの苦手意識が減り、記述問題に取り 

組める生徒が増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）習熟度別少人数授業について 

数学が苦手な生徒の学習意欲が上がっている。１年生のときに全く授業について行けず  

（じっくりコースがないため）学習意欲をなくしていた生徒が、２年生・３年生でじっくり  

コースの特性を生かした個別最適な学びを通して、理解できる内容が今までより増え、これまで

以上に学習に前向きに取り組めている。その結果、各種テストの点数も向上した生徒が多い。 

 

●定期テストの点数の変化（長欠生徒含む）（Ｒ６年度 ２学年  １７７人） 

 
第１回 

（平均５５．７） 

第２回 

（平均４２．５） 

第３回 

（平均５７．９） 

０点～２０点 １４．３％ １５．６％ ６．８％ 

２０点～４０点 １７．４％ ２２．０％ １８．６％ 

 

４ 今後の課題 

（１）記述式問題に関して、無解答率が減少し、部分点獲得率は上昇していることは成果では  

あるが、高校入試を視野に入れると、さらに向上していく必要がある。今後も繰り返し授業や

テストで扱うと同時に、表現力をさらに高め、得点に結びつけていくための出題の仕方や  

自分の考えを伝える活動を工夫していく必要がある。 

 

（２）クラスによって数学が苦手な生徒の数に差がある。じっくりコースでの学習が必要な生徒の

数が多くなってしまうことがあり、人数の都合で学び合いコースで授業を受けている生徒も 

いる。そのため、学習の進捗や学力の習熟度合いを的確に把握し、必要に応じて学び合い  

コースとの入れ替えを的確に行う必要がある。 



（３）じっくりコースでも理解が不十分な生徒に対しては、補習等の対策を講じる必要がある。 

 

（４）令和５年度全国学力・学習状況調査では、「関数」・「図形」の分野で正答率の向上が見られた。

これまで検証し、実践してきたことの成果があったと考えられる。しかし、「データの活用」の

分野では著しく正答率が下がってしまった。また、短答式の正答率が下がっていることから、

基礎・基本となる知識が正確に身についていないとも考えられる。これまでの検証内容を  

踏まえ、効果的であった取組と改善が必要な取組を見極め、新たな課題の改善につなげたい。 

 

（５）令和５年度全国学力・学習状況調査生徒質問紙の結果から、令和４年度に比べ、授業以外で

学習する時間が少ない、または学習しない生徒の割合が増加している。家庭学習の習慣が定着

していない現状を改善し、継続的に学習する習慣を身に付けさせたい。ICT（デジタルドリル等）

を活用し、効果的に学習を進められるように工夫をしていく。 

 

（６）令和６年度の３年生は、基礎計算力が当該学年レベルに身についていない生徒が多く、記述

問題の指導に多くの時間を割くことができなかった。並行して基礎計算力を上げるにはどう 

すればよいか教員側の対策も必要になってくる。 


